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春休み短期水泳教室受付中

8：30

9：45

4才～小学生

5才～中学生

5,500円

9,500円
3/25（月）～27（水）
3/25（月）～29（金）

期　　　　間 対　象 受 講 料時間

～

3/15（金）まで1000円キャッシュバック！！

コース

3日間
5日間

親子 幼園児 小中学生 大人のクラス
無料体験　受付中

スイミングスイミング習い事No.1は

ささはら水泳塾
日本皆泳協会

Nihon Kaie i  K yok a i

Since  2011

TEL  0296（33）1521

一般社団法人

入会金
無料

（通常6,000円）

水泳バック
プレゼント
（通常2,200円）

の入会キャンペーンの入会キャンペーンの入会キャンペーンの入会キャンペーン春

社会医療法人社団　同樹会

結 城 病 院
TEL：0 2 9 6 - 3 3 - 4 1 6 1
FAX：0 2 9 6 - 3 4 - 8 0 0 8

理事長・院長 大 木 準
知識と技術をもって治療し心をもって癒す

ゆいトピ
YUKI  TOPICS

市内の出来事や話題などをご紹介します。

2月上旬、久 に々まとまっ
た雪が降り、市内もすっ
かり雪化粧に。公園には
大小さまざまな雪だるま
の姿が。 つかの間の雪遊
びを楽しんだなごりが垣
間見えました♪

今月の１枚
～公式インスタグラムより～

#結城散歩　#enjoy_yuki

現地の被災状況の様子 ふるさと納税を利用 した代理寄付はこちら 

ふるさと納税を利用
した代理寄附はこちら 

岩﨑 勤さん(とまとやIWASAKI)

教育振興に寄附

　市内で農業を営む岩﨑勤さん(とまとやIWASAKI)
から市へ、教育振興のための寄附をいただきました。

株式会社Y・C・P、株式会社オーチュー

企業版ふるさと納税により巡回バスデザインを一新

　本市「企業版ふるさと納税」に寄附いただき、
市内巡回バスの車両購入と車体ラッピングに活用し
ました。新たなデザインの車両は、順次運行を開始
しています。買い物や通院などの移動手段の一つと
して、ぜひご利用ください。

令和６年能登半島地震の被災地に本市職員を派遣

　市役所本庁舎や各出張所などの公共施設に、
募金箱 (送付先：日本赤十字社）を設置していま
す。また、ふるさと納税制度を利用した代理寄附
(寄附先：石川県輪島市） を行っています。皆さん
の温かいご支援をお願いします。

　元日に発生した ｢令和６年能登半島地震」に対する災害支援とし
て、茨城県からの要請により、本市職員４人（２月15日現在）を被
災地へ派遣しました。 派遣先となった石川県能登町では、県や県
内他自治体の職員とともに、避難所の運営支援や罹災証明書の発
行支援などを行いました。 
　今後も被災地の支援のため、市としてできる限りの協力をしてい
きます。

祝 百寿 

小川 　三郎さん 

元日に発生した「令和６年能登半島地震」に対する
災害支援として、茨城県からの要請に基づき、本
市職員４人 (２月15日現在 )を被災地へ派遣しまし
た。 派遣先となった石川県能登町では、県や県内
他自治体の職員らとともに、避難所の運営支援や
罹災証明書の発行支援などを行いました。 今後も派
遣要請に基づきながら、本市職員の派遣を実施し
ていきます。

増田  　子さん 

おめでとうございます。 
いつまでも健やかにお過ごしください。

災害義援金の受付(募金箱・ふるさと納税)

支援業務の様子 

池内     子さん 

県市長会  民間自治功労者表彰   長須 秀雄さん

伝統文化の保存継承に貢献し表彰 

　結城ぎおんばやし(小田林本田寺内お囃子保存会)
会長のほか、結城市おはやし保存連合会会長を長年
にわたり務め、地域活性化や後進の指導・育成などに貢
献された功績により、茨城県市長会から表彰されました。 

茨城県統計協会総裁表彰　中条 美智子さん

統計調査に貢献し表彰 

　本市統計調査員を長年にわたり務め、統計行政
の推進に貢献された功績により、茨城県統計協会
から表彰されました。 



� � � �広報結城 2024・3 広報結城 2024・3

　地域の皆さんが安心して暮らせる
よう、厚生労働大臣から委嘱を受け
て活動する「地域福祉を担うボラ
ンティア」です。
　皆さんからの相談の解決にあたり、
専門機関や福祉サービスなどを紹介
し、行政とのパイプ役や調整役を務
めています。 
　また、すべての民生委員は児童委
員を兼ねており、子どもに関する相談

支援活動も行います。主任児童委員
は、主に子どもに関する支援活動を
行います。

氏 名 担当区域 氏 名 担当区域

 市社会福祉課 企画管理係  　34-0416問

支えあう   住み良い社会を
地域で紡ぐ   上山川 

上山川地区

あなたの身近な相談
員

民生委員
児童委員
̶
 よろしくお願いします   ̶

栗 原　隆 雄 

吉 田　智 男 

太田 美恵子

小島 謙治郎 

渡 邉　惠 一 

小貫 由美子 

小堀　　貢 

矢畑･西坪･芝良前

片蓋･皿窪 

東坪･中坪･北坪・古山・瓦塚 

河岸･追立･南宿  

馬場･先城谷･平間･我里内 

芝崎･原･前法内 

上山川地区主任児童委員 

代表

☎

yuu-yoshida

ゆうけんちくじむしょ

結建築事務所
吉田　結

090-4834-9982 0296-32-0967

結城市新福寺2丁目21番地1
ウエルシア新福寺店西隣り

■見積り無料
■住まいのリフォーム・小さなことでもご相談ください

リフォームから新築まで

　生活の一部であるＳＮＳ。 ＳＮＳとは、ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービスの略のことで、その名の通り、ウェ
ブ上で社会的なネットワークを作り出せるサービスのこと
である。 

　最近では、ＳＮＳを使った犯罪やいじめなど
を、テレビのニュースで見ることが多い。その中
で特に心に残っているのは、一方的に悪口を言
われて傷ついている人がいることや間違ったこ
と、ミスの場面をＳＮＳにあげて、それが多くの
人に伝わってしまうことがあることだ。とても悲
しく思う。人は、ロボットではない。ミスもするし、
人はみんな同じ考えをもつ人ばかりではない。
ＳＮＳを使って人をたたく行いはよくない。人に
は、守られる権利があるのではないだろうか。 

　私の通う小学校では、ＳＮＳについて親子で話し合う
機会が設けられている。お母さんは、「私の小さい頃は、
携帯電話を持っていたのは、高校生になってからだよ。」
と小学生が携帯電話を持っていることにおどろいている。
小学生のうちから携帯電話やタブレットを持ちはじめると、

慣れることも早く、ＳＮＳにも抵抗感なく使用できてしまう
と思う。ただ、使用する場合には、善いこと悪いことの
判断をしなければならない。 

　ＳＮＳを使ったコミュニケーションは、顔が見
られない分、言葉に気を付けないと人を傷つけ
てしまう可能性がある。普段の学校生活では、
みんなが気持ちよく過ごせるように思いやりの心
を大切にしながら生活している。だから、ＳＮＳ
でコミュニケーションをとる場合には、もっともっ
と思いやりの気持ちが必要になってくる。普段の
会話は、残らないが、ＳＮＳによる会話は、画面
上に残ってしまう。ＳＮＳを利用するならば、これ
らのこのことをよく考えて、使用していこうと思う。 

　私は、来年中学生になる。中学生になったら新しい友
達が増え、ＳＮＳを見ることも増えるだろう。人を傷つける
使い方は、絶対にしないと決めている。どんな時でも、
思いやりをもってみんなに接し、楽しく生活していきたいと
思う。 

上山川小学校 ６年　岩岡  花奏さんＳＮＳを考える

　市生涯学習課 生涯学習係 　32-1899問

（令和５年度 人権作文代表作品）

～「令和 6年度かんきょうカレンダー」を配布しました ～
　種類ごとの排出日や排出
ルールなど、大切な情報を掲
載しています。
　表と裏の内容を必ず確認し
て、正しい分別排出にご協力
ください。

ユウキ エコアクション 

正しい分別で、もっとキレイな結城市へ！

市生活環境課  生活環境係　  34-0370問

＊市ホームページからも 
   ダウンロードできます。

ごみの出し方の注意

※収集時間はその日の収集状況
　により変更になることがあります。

肥料袋、白色系の袋、米袋、などは、
ごみ袋として使用できません。

● ごみ袋は 透明 か 半透明 の袋を
　使用してください。 

● ごみや資源物は、必ず午前８時 
　までに出してください。

山のぼり（筑波山）

市介護福祉課 地域ケア推進係 34-0324
市社会福祉協議会 33-0225

　地域で暮らす全ての方に共通する「食と地域づくり」ついて情
報交換をしようと、普段は各々の小学校区で活動している９つの第
２層協議体のメンバーが一同に会した交流会を開催しました。 
　当日は、（株）ＴＭＯ結城が展開する「結いベジ・ゴーフレット」
をはじめ、本市や栃木県の特産物の試食、市内に新しくオープン
した施設「蔵カフェ」による喫茶サービスなどを実施。グループワー
クでは、自分たちのルーツとなる「食」の思い出や、地域の関係
づくりにどのように生かせるかなどを語り合い、楽しい時間を共有
しながら有意義な交流ができました。

～地域福祉を担う第２層協議体～助け合う。支え合う。
～市内の第２層協議体が一同に！～

交流会 を開きました

問


